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平
成
二
十
八
年
十

二
月
二
十
二
日
、
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
駐

屯
地
に
お
い
て
「
年

末
行
事
」
が
行
わ
れ

た
。初

め
に
、
駐
屯
地

厚
生
セ
ン
タ
ー
前
に

お
い
て
開
会
式
を
実

施
し
た
。

開
会
式
で
は
、
当

初
、
駐
屯
地
司
令
が

挨
拶
し
、
次
に
来
賓

祝
辞
と
し
て
、
後
援

会
会
長

青
木
正
夫

様
か
ら
挨
拶
を
頂
い

た
。そ

の
後
、
祝
い
餅

つ
き
を
来
賓
の
方
々

と
駐
屯
地
部
隊
長
等

及
び
隊
員
代
表
と
し

て
二
十
九
年
の
年
男

・
年
女
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
会
場
が
お
お

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

開
会
式
終
了
後
は
、

駐
屯
地
司
令
が
各
部

隊
等
を
巡
回
し
、
一

年
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ

た
。来

賓
の
方
々
は
、

駐
屯
地
案
内
ツ
ア
ー

を
終
え
た
後
、
駐
屯

地
司
令
以
下
団
本
部

隊
員
と
会
食
を
行
い
、

協
力
会
会
長
（
古
河

市
長
）
針
谷
力
様
か

ら
挨
拶
を
頂
き
、
懇

親
を
深
め
た
。

各
部
隊
等
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
Ｏ

Ｂ
や
隊
員
家
族
と
の

会
食
を
行
い
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
た
。

来賓挨拶
（後援会会長 青木様） （協力会会長 針谷様）

祝い餅つき

激励の言葉
（石山士長）

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日
、

古
河
駐
屯
地
新
成
人
祝
賀
行
事

を
体
育
館
で
実
施
し
、
新
成
人

十
九
名
の
前
途
を
祝
っ
た
。

祝
賀
行
事
に
お
い
て
は
、
隊

員
家
族
が
見
守
る
中
、
全
員
で

国
家
斉
唱
を
行
っ
た
の
ち
、
駐

屯
地
司
令
が
式
辞
を
述
べ
、
隊

友
会
古
河
支
部
長

内
藤
勝
義

様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し

て
関
東
補
給
処
古
河
支
処

高

橋
士
長
が
抱
負
と
し
て
、
「
社

会
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を

持
つ
」
な
ど
、
二
十
歳
と
な
っ

た
現
在
の
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

た
。祝

賀
行
事
後
、
駐
屯
地
食
堂

で
祝
賀
会
食
を
実
施
し
、
新
成

人
達
は
、
多
く
の
来
賓
・
家
族

か
ら
祝
福
を
受
け
た
。
会
食
の

最
後
に
は
、
先
輩
隊
員
代
表
と

し
て
石
山
士
長
か
ら
「
と
も
に

頑
張
ろ
う
」
と
激
励
の
言
葉
を

も
ら
い
、
髙
橋
技
官
が
「
日
々

努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

た
。午

後
か
ら
は
、
古
河
市
内
の

篆
刻
美
術
館
で
篆
刻
を
体
験
し
、

一
文
字
を
石
に
彫
り
成
人
の
記

念
と
し
て
印
鑑
を
作
成
し
、
祝

賀
行
事
を
終
了
し
た
。

新成人抱負発表（高橋士長） 駐屯地司令式辞新成人 １３名

記念品贈呈

駐屯地司令挨拶

各部隊等を巡回 開会式

祝い餅つき（年男・年女）

謝辞
（髙橋技官）



十
一
月
五
日
及
び
六
日
の
二
日
間
、
駐
屯
地
は
、
古
河
市
で
実
施
さ
れ

た
「
古
河
よ
か
ん
べ
祭
り
」
を
支
援
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
自
衛
隊
車
両
の
展
示
依
頼
を
受
け
、
駐

屯
地
隊
員
九
名
が
参
加
し
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
・
偵
察
用
バ
イ
ク
・
炊
事
車

両
の
展
示
、
迷
彩
服
・
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
試
着
・
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

来
場
者
は
、
普
段
見
ら
れ
な
い
自
衛
隊
の
装
備
品
や
写
真
パ
ネ
ル
等
に

興
味
津
々
の
様
子
で
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
い
た
。

子
供
達
は
、
迷
彩
服
に
着
替
え
、
車
両
等
に
乗
り
込
ん
だ
り
、
記
念
写

真
を
撮
っ
た
り
と
楽
し
そ
う
に
見
学
し
て
い
た
。試合状況

（２） 平成２ ９年１月２ ６日

団本 高桑３佐
２月６日付

展示車両と記念撮影

来場者で賑わう会場

展示車両見学

支処 荒川事務官
３月３１日付

支処 平野曹長
２月２７日付

団付 吉岡曹長
３月１１日付

支処 永井曹長
３月１１日付

支処 山口事務官
３月３１日付

支処 古川１尉
３月１７日付

支処 渡邊曹長
４月１３日付

十
二
月
十
八
日
、
駐
屯
地
曹
友
会
は
「
古
河
駐
屯
地
司
令
杯
小
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
を
開
催
し
た
。

今
大
会
は
、
近
隣
住
民
と
の
交
流
を
図
り
、
自
衛
隊
及
び
駐
屯
地
に
対

す
る
理
解
と
信
頼
を
向
上
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
近
隣
小
学
生
を
招
待

し
て
実
施
し
た
。

当
日
は
、
駐
屯
地
司
令
、
茨
城
県
小
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
会
長
の

挨
拶
の
後
、
小
学
生
代
表
に
よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓
で
幕
を
開
け
た
。

大
会
は
、
二
ブ
ロ
ッ
ク
八
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
を
実
施
し
、
ど
の

チ
ー
ム
も
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
た
。

ま
た
、
休
憩
時
間
等
に
は
広
報
展
示
室
や
展
示
車
両
の
見
学
を
行
い
、

試
合
で
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
笑
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

選手宣誓

十
月
七
日
、
勝
田
駐
屯
地
に
お
い
て
殉
職
隊
員
追
悼
式
が
し

め
や
か
に
行
わ
れ
、
古
河
駐
屯
地
を
代
表
し
て
、
駐
屯
地
司
令

及
び
各
部
隊
等
の
代
表
者
が
参
列
し
、
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

当
日
は
、
慰
霊
碑
参
拝
に
引
き
続
き
、
追
悼
式
典
が
執
り
行

わ
れ
、
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
遺
族
・
茨
城
県
知
事
を
は
じ

め
来
賓
の
方
々
・
各
駐
屯
地
司
令
等
が
献
花
を
実
施
し
た
。

終
わ
り
に
、
儀
仗
隊
に
よ
る
弔
銃
が
行
わ
れ
、
殉
職
隊
員
の

ご
冥
福
を
祈
る
銃
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
、
式
は
厳
粛
に
行
わ

れ
終
了
し
た
。

追悼式会場

献花

弔銃

転入自衛官３名

業務隊長 中山１佐

十
二
月
一
日
付
で
一
名
、
二
十
日
付
で
転
入
部
隊
長
等
を
含

め
三
名
の
隊
員
が
、
新
戦
力
と
し
て
古
河
駐
屯
地
に
転
入
し
た
。

パネル展示



（３） 平成２ ９年１月２ ６日

整備状況

警戒訓練

十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
間
、

平
成
二
十
八
年
度
秋
季
東
富
士
演
習
場
定
期
整

備
を
支
援
し
た
。

期
間
中
、
前
方
支
援
訓
練
を
実
施
し
、
指
揮

所
開
設
運
営
の
一
連
の
行
動
を
演
練
す
る
と
と

も
に
、
野
整
備
部
隊
等
と
の
協
同
連
携
に
よ
り
、

演
習
場
整
備
器
材
等
の
可
動
を
維
持
す
る
等
、

同
定
期
整
備
の
成
功
に
寄
与
し
た
。

駐屯地朝礼にて成績紹介

ＤＳに対する技術支援

予防整備実施

選手の力走

十
一
月
十
七
日
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
に
お
い
て
、
関
東
補
給
処
持
続
走

競
技
会
が
実
施
さ
れ
、
支
処
長
以
下
八
十
五
名
全

員
が
団
体
の
部
Ａ
グ
ル
ー
プ
連
覇
を
目
指
し
、
力

走
し
た
。

結
果
は
、
「
準
優
勝
」
で
あ
り
、
僅
差
で
連
覇

を
逃
し
た
が
、
競
技
会
に
向
け
た
練
成
等
を
通
じ

て
、
支
処
の
団
結
の
強
化
と
士
気
の
高
揚
を
図
る

こ
と
が
出
来
た
。
支
処
は
、
引
き
続
き
練
成
を
重

ね
、
来
年
度
は
捲
土
重
来
で
優
勝
旗
の
奪
還
を
目

指
す
。

訓練状況

十
月
十
二
日
、
東
北
方
面
隊
の

第
五
高
射
特
科
群
の
車
両
部
隊
に

対
し
、
給
油
支
援
を
実
施
し
た
。

古
河
駐
屯
地
は
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
お
け
る
通
過
部
隊
支
援

を
実
施
す
る
中
継
駐
屯
地
と
な
る

こ
と
か
ら
、
今
回
の
支
援
を
良
い

練
成
の
場
と
捉
え
て
対
応
し
た
。

こ
れ
に
限

ら
ず
、
今
後

と
も
駐
屯
各

部
隊
に
対
し

て
も
指
定
時

間
外
の
給
油

や
ド
ラ
ム
缶

交
付
等
、
要

望
が
あ
れ
ば

何
時
で
も
部

隊
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て

い
く
。

十
一
月
一
日
、

秋
季
駐
屯
地
火
災

予
防
週
間
に
参
加

し
、
防
火
態
勢
を

整
備
す
る
と
と
も

に
、
隊
と
し
て
、

消
火
器
を
用
い
た

初
期
消
火
訓
練
を

実
施
し
て
、
初
期

消
火
能
力
の
向
上

及
び
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
っ
た
。

夜間給油支援

十
一
月
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
の
間
、
平
成
二

十
八
年
度
秋
季
東
富
士
演
習
場
定
期
整
備
に
参
加

し
た
。
隊
は
、
宿
営
地
に
お
い
て
Ｐ
Ｋ
Ｏ
等
想
定

下
に
お
け
る
警
戒
訓
練
及
び
入
会
九
号
排
水
設
備

の
構
築
並
び
に
各
部
隊
に
対
す
る
機
力
支
援
等
を

実
施
し
、
団
の
任
務
達
成
に
寄
与
し
た
。

こ
の
際
、
各
級
指
揮
官
の
指
揮
能
力
及
び
機
械

操
作
等
の
施
設
技
術
の
向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
安
全
統
制
事
項
を
厳
守
す
る
と
と
も
に
、

隊
員
一
人
一
人
が
そ
の
地
位
役
割
を
理
解
し
、
一

致
団
結
し
て
一
件
の
事
故
も
無
く
任
務
を
完
遂
し

た
。

一
の
高
度
な
技
術
と
能
力
を
有
す
る
専
門
部
隊
と

し
て
日
々
着
実
に
技
術
を
練
磨
し
施
設
技
術
能
力

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
任
務
を
完
遂
し
た
。
ま
た
、

統
裁
官
要
望
事
項
で
あ
っ
た
「
指
揮
の
要
訣
の
実

践
」
「
施
設
科
精
神
の
最
大
限
発
揮
」
「
安
全
管

理
及
び
物
品
管
理
の
徹
底
」
の
具
現
実
行
に
よ
り

一
件
の
事
故
も
無
く
、
所
命
任
務
を
完
遂
し
検
閲

評
価
は
「
良
好
」
で
あ
っ
た
。

十
二
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
間
、
連
日

厳
し
い
寒
空
の
下
、
古
河
駐
屯
地
に
お
い
て
、
架

橋
中
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

中
隊
は
、
中
隊
長

青
木
一
久
一
尉
の
卓
越
し

た
指
揮
・
統
率
の
も
と
、
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
Ｍ

Ｇ
Ｂ
及
び
三
種
混
合
橋
の
構
築
を
行
い
、
方
面
唯

着任式

餅つき

十
二
月
二
十
二
日
、
年

末
行
事
（
部
隊
家
族
間
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
を
実
施

し
て
、
餅
つ
き
・
懇
親
会

等
を
通
じ
、
隊
員
相
互
の

融
和
団
結
及
び
士
気
の
高

揚
、
部
隊
と
隊
員
家
族

（
五
家
族
十
二
名
）
及
び

Ｏ
Ｂ
と
の
相
互
信
頼
及
び

親
睦
を
図
っ
た
。

十
二
月
二
十
日
、
第
三

十
代
業
務
隊
長
と
し
て
中

山
一
佐
が
着
任
し
た
。

統
率
方
針
を
「
支
援
任

務
の
完
遂
」
と
し
て
、

「
部
隊
・
隊
員
の
為
に
積

極
支
援
に
徹
し
て
任
務
に

邁
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

と
着
任
の
決
意
を
述
べ
た
。 」

優秀隊員

訓練状況



十
月
二
十
三
日
、
朝

霞
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ

た
平
成
二
十
八
年
度
自

衛
隊
記
念
日
観
閲
式
に

参
加
す
る
第
一
線
部
隊

の
装
備
品
塗
装
を
実
施

し
、
観
閲
式
の
整
斉
円

滑
な
実
施
に
寄
与
し
た
。

観閲式にて疾走する塗装装備品及び塗装状況

（４） 平成２ ９年 １月 ２ ６日

観閲行進

断郊走で優勝目指し走る隊員達

団長より表彰を受ける矢島２士

職場対抗リレー
雪の中、力走する選手達

一
糸
乱
れ
ぬ
高
い
練
度

へ
の
到
達
を
目
標
と
し
て
、

九
月
二
十
七
日
か
ら
訓
練

を
開
始
し
、
観
閲
式
当
日

は
、
自
衛
隊
最
高
指
揮
官

で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
の

も
と
、
各
隊
員
は
使
命
を

よ
り
深
く
自
覚
し
部
隊
・

隊
員
の
士
気
が
更
に
高
揚

す
る
と
と
も
に
、
練
成
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
自
衛
隊
に
対
す
る
国
民

の
理
解
と
協
力
を
深
め
る

こ
と
に
寄
与
し
た
。

十
月
二
十
三
日
、
朝
霞

訓
練
場
で
平
成
二
十
八
年

度
自
衛
隊
記
念
日
観
閲
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

中SAM 中隊として２３名参加

整備支援状況

十
一
月
二
十
日
か
ら

二
十
九
日
ま
で
の
間
、

平
成
二
十
八
年
度
秋
季

東
富
士
演
習
場
定
期
整

備
に
参
加
し
た
。

整
備
支
援
隊
の
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
全
般

支
援
大
隊
の
支
援
を
受

け
て
需
品
整
備
機
能
を

増
強
し
、
第
一
線
部
隊

の
装
備
品
の
可
動
率
向

上
に
寄
与
し
た
。

十
二
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
間
、
平
成
二
十

八
年
度
団
戦
技
練
成
会
に
、
中
隊
長
以
下
の
隊
員

が
断
郊
走
、
漕
舟
、
銃
剣
道
及
び
炊
事
練
成
会
に

選
手
と
し
て
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
収
め

た
。特

に
、
銃
剣
道
個
人
戦
、
幹
准
曹
の
部
で
小
野

三
曹
が
第
二
位
、
女
性
の
部
に
お
い
て
は
、
矢
島

二
士
が
第
一
位
、
ま
た
、
炊
事
練
成
会
で
は
第
一

位
の
成
果
を
収
め
た
。

中
隊
一
丸
と
な
り
団
結
、
士
気
を
高
め
る
と
と

も
に
、
来
年
度
の
戦
技
競
技
会
に
向
け
た
訓
練
の

資
を
得
る
事
が
出
来
た
。

十
二
月
十
三
日
か
ら
十
六

日
の
間
、
二
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
方
面
訓
練
検
閲
に
備

え
、
第
三
回
群
統
一
訓
練
に

参
加
し
た
。

歩
哨
壕
の
構
築
で
は
、
土

嚢
作
り
も
含
め
、
初
め
て
歩

哨
壕
構
築
を
し
た
若
年
隊
員

も
お
り
、
四
苦
八
苦
す
る
様

子
も
あ
っ
た
が
、
無
事
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
群
統
一
訓
練
に
つ

い
て
も
、
派
遣
隊
と
し
て
の

基
本
的
行
動
、
各
個
人
の
基

礎
動
作
を
再
確
認
し
、
各
個

の
練
度
向
上
に
資
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
は
、
二
月

の
検
閲
本
番
に
向
け
、
万
全

の
準
備
を
進
め
た
い
。

歩哨壕の作成

十
一
月
十
八
日
、
第
三

二
〇
基
地
通
信
中
隊

総

合
隊
務
指
導
を
受
検
し
た
。

中
隊
長
で
あ
る
久
々
江

一
尉
に
よ
り
、
派
遣
隊
の

隊
務
運
営
が
合
規
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
施
設
巡
視
で
は
、
各

通
信
施
設
や
倉
庫
・
営
内

の
点
検
が
実
施
さ
れ
、
環

境
整
備
の
状
況
に
つ
い
て

も
整
然
と
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
頂
い
た
。

施設巡視をする中隊長
久々江１尉（中央）

十
一
月
二
十
四
日
、
朝

霞
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
持

続
走
競
技
会
に
参
加
し
た
。

十
一
月
で
は
、
数
十
年

ぶ
り
と
な
る
雪
が
舞
う
悪

天
候
の
中
、
参
加
し
た
隊

員
は
持
て
る
力
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

成
果
を
残
し
た
。

「
総
合
の
部
」

第
四
位

「
リ
レ
ー
の
部
」
第
六
位

十
一
月
十
八
日
か
ら

二
十
九
日
ま
で
の
間
、

演
習
場
定
期
整
備
会
計

同
行
支
援
班
と
し
て
、

湯
淺
三
尉
、
嶋
田
三
曹
、

中
内
士
長
が
参
加
し
、

整
備
隊
に
必
要
な
借
上

器
材
に
係
わ
る
調
整
、

糧
食
品
現
地
調
達
及
び

緊
急
調
達
対
応
等
を
実

施
し
た
。

第
一
施
設
団
長
よ
り
、

優
秀
隊
員
と
し
て
、
中

内
士
長
が
表
彰
を
受
け

た
。

優秀隊員 中内士長

第
二
回
古
河
市
綱
引

き
大
会
に
、
駐
屯
地
の

隊
員
で
編
成
さ
れ
た
二

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
と

も
に
二
位
・
五
位
と
健

闘
し
た
。

駐
屯
地
は
、
曹
友
会

が
主
体
に
実
施
し
て
い

る
献
血
活
動
へ
の
協
力

に
関
し
て
、
永
年
の
貢

献
が
評
価
さ
れ
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
表
彰
を
受

賞
し
た
。

厚生労働大臣表彰式綱引き大会

茨
城
県
古
河
市
総
和

地
区
市
民
運
動
会
に
て

職
場
対
抗
リ
レ
ー
に
参

加
し
、
第
二
位
の
成
績

を
収
め
た
。

中
隊
か
ら
は
、
中
隊
長

以
下
二
十
三
名
、
中
Ｓ
Ａ

Ｍ
等
の
車
両
七
両
が
高
射

特
科
部
隊
中
Ｓ
Ａ
Ｍ
中
隊

と
し
て
参
加
し
た
。


